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Rights(c) 大阪大学21世紀COEプログラム インターフェイスの人文学 / Interface Humanities
nterface
人 と ネ ットワ ー ク
インタヘフェイスの　　　 ド　　グル　ブ　　
モダニズムと中東欧 の芸術 ・文 化
文:編集部
国境と芸術ジャンルをともに横断する、新たな研究スタイルの構築をめざしている「モダニズムと中東欧の
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































人 と ネ ッ ト ワ ー ク
ジェンダーの 視点 か ら
問題知 を共有 する


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































崇 「t一イズラブ(少年愛)」をテー マに した小説・
漫画。1970年代から流行 しはじめ、90年代後半
以 降インターネ ッ トを介 して世界中 に広 まった。
アメリカなどではその内容 から 「病的」 なジャン




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































他者 理解 へ繋 がることば























































































































































































































































































































































































































































































































































2004年11月5日 から7日 にかけてストラスブール(フ ランス)




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2004年8月1日 ～2005年1月31日 に 開 催 さ
れ た主 なイベ ントをご紹 介 します。 各 イベ ントの 詳





9月25日～26日 「イメー ジとしての 〈日本〉」若手研究者交流ワー クショップ





















コー ディネ ターー /中岡成文
ゲスト 春日匠(NPO法人サイエンス・コミュニケー ション事務局)
発表者 家高 洋 ・加藤謙介 ・佐藤貴保 ・屋良朝彦
第2セッション 「芸術と芸術研究の間」
コー ディネー ター /三谷研爾
ゲスト 谷本 裕(ザ ・フェニックスホー ル企画 ・事業担当)
発表者 三谷研爾 ・藤本武司 ・樋上千寿
第3セッション 「学知のかたち、組織のかたち」
コー ディネー ター /鷲田清一 ・金水 敏
ゲスト 吉村和真(京都精華大学マンガ文化研究所研究員)
発表者 森 宣雄 ・加藤敦典 ・山内晋次 ・表 智之
第4セッション 「地域から、地域を超えて一 研究の視座を求めてj





臼杵 陽(国立民族学博物館 ・地域研究企画交流センター 教授)
黒木英充(東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所助教授)
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































「不安 」 をめ ぐろ特 集記 事 を編 集 しているさなかの年末 、
インド洋 沿岸 各 地を巨大 な津波 が 襲いました。 おそらく21
世 紀最 大の自然 災害のひとっになるだろうと思 われ る、惨 禍
です。こうした出来事 の記憶 を言葉 によってかたどること、に
もかかわ らずかたどりつくせない深みにまでに思 いをよせるこ
と。 言葉 を手がか りに人と人 とを結 びつ ける可 能性 について
考えろことこそが、 人文学 的思考 のありようを鋳直 していく契
機になるにちがいありません.,
さいわい研究 集 合が軌 道 に乗4,ま たメデ1アスタッフも
参加すろ新 しい研究スタイルの模索 もはじまりました。 日々の
営 みの積み重ねが、ようや く実 を結 びつつ ある感 じです。(M)
?
??
大 阪大学zi?紀COEプ ロ グラム
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